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概要：本論では、発展途上国企業が先進国企業との技術格差に直面している場合、どのよう

な企業の境界を選択するのかを分析する。企業の境界とは、製品の開発、製造、販売といっ

た、各領域における make/buyのことである。 

 中国などの新興国の経済成長とともに、多くの先進国企業が、新興市場に参入している。

その結果、いまだ成長途上にある地場企業は、技術力のある外資企業との激しい競争にさら

されるようになっている。地場企業と外資企業はおおむね同一の市場で競争を展開している

が、両者の企業の境界は大きく異なっている。外資企業は製品差別化のため一般に、コア部

品の製造や製品開発など、技術的に難易度の高い領域を内部化している。一方、地場企業は、

生産プロセスのフラグメンテーションや製品構造のモジュール化などを積極的に活用するこ

とで、技術的に難易度の高い領域を外部企業に依存する傾向がある。 

 本論ではこのような地場企業の成長パターンを整理するため、発展途上国企業の境界選択

に関する簡単なモデルを考える。その際、地場企業は発展途上国企業であるため、先進国企

業よりも低い賃金で労働者を雇用できると仮定する。一方で、地場企業は後発企業であるた

め、外資企業よりも学習効果が乏しいことによる技術（生産性）格差が存在し、その結果、

技術的に難易度の高い領域を内部化しようとすると、相対的に平均費用が高くなってしまう

と仮定する。これらの仮定に基づいて、地場企業が、技術的に難易度の高い領域を内部化す

るのかしないのかという境界選択を明らかにする。条件により、地場企業の境界は、以下の

3 パターンをとり得る。1. 賃金差が技術格差を埋め合わせることで、地場企業も技術的に難

易度の高い領域を内部化し、外資企業と同じ境界を選択する。2. 賃金差が技術格差を埋め合

わせることができないため、地場企業は技術的に難易度の高い領域を外部企業に依存するこ

とで、外資企業とは異なる境界を選択する。3. 賃金差が小さい一方で、技術格差が大きいた

め、地場企業は参入することができない。本論ではこのように、発展途上国企業の境界が、

先進国企業のそれとは異なった、多様なものになる得ることを示す。 

 

以上 


